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発
生
か
ら
数
時
間
～
１
日

発
生
か
ら
１
～
２
週
間

避
難
の
判
断
に
よ
っ
て

生
死
が
分
か
れ
る
場
合
も

生
活
の
再
建
に
向
け
て

動
き
出
す

　

こ
う
し
て
い
る
間
に
も
、
断
続
的
に
震
度

４
～
５
強
程
度
の
余
震
が
起
こ
り
、
そ
の
た

び
に
新
た
な
被
害
が
発
生
し
ま
す
。

避
難
の
ス
ス
メ

　

外
に
出
る
際
に
は
む
や
み
に
動
く
と
、
落

下
物
に
当
た
っ
て
負
傷
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
落
ち
着
い
て
、
周
囲
の
様
子
を

確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

　

余
震
に
よ
る
倒
壊
の
危
険
が
あ
っ
た
り
、

避
難
指
示
が
出
て
い
た
り
す
る
場
合
は
、
避

難
場
所
に
避
難
を
。
危
険
が
な
く
、
自
宅
で

居
住
が
で
き
る
場
合
は
、
在
宅
避
難
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

避
難
所
は
、
自
宅
に
居
住
で
き
な
く
な
っ
た

被
災
者
を
一
時
的
に
受
け
入
れ
保
護
す
る
場
所

で
す
。
仮
設
住
宅
や
、
新
居
へ
の
入
居
が
決
ま

る
ま
で
の
生
活
の
拠
点
に
な
り
ま
す
。
発
生
か

ら
１
日
後
、
町
内
で
は
約
１
，
２
０
０
人
が
避

難
所
で
過
ご
す
想
定
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

わ
れ
る
中
、
余
震
に
よ
っ

て
一
部
の
住
宅
に
新
た
な

危
険
が
生
じ
な
い
か
、
応

急
危
険
度
判
定
が
始
ま
り

ま
す
。
救
援
物
資
が
届
き
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
も
開
始
。

こ
の
頃
に
な
る
と
水
道
も
徐
々
に
復
旧
を
は

じ
め
、
電
気
、
電
話
と
も
に
通
う
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

発
生
か
ら
約
１
週
間
後
、
町
内
の
避
難
者

数
は
約
４
，０
０
０
人
に
。
避
難
所
生
活
が

長
引
く
に
つ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
出
て

き
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
も
、
生
活
再
建
に
向
け
、
動
き

始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
住
居
を
失
っ
た

場
合
、
入
居
で
き
る
の
が
応
急
仮
設
住
宅
。
し

か
し
、
入
居
に
は
条
件
が
あ
り
、
入
居
期
間
も

原
則
２
年
間
で
す
。
親
戚
や
知
人
の
家
へ
の
同

居
も
選
択
肢
の
１
つ
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　

避
難
所
で
は
飲
食
物
や
生
活
必
需
品
も
限

ら
れ
た
も
の
し
か
手
に
入
り
ま
せ
ん
。
環
境

の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
体
調
を
崩
す
場
合
も

あ
り
ま
す
。
事
前
に
住
宅
の
耐
震
化
や
食
料

備
蓄
な
ど
、必
要
な
も
の
を
事
前
に
備
え
て
、

可
能
な
限
り
在
宅
避
難
が
で
き
る
準
備
を
整

え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

大
地
震
発
生
か
ら
約
３
日
後
、
余
震
は
相

変
わ
ら
ず
続
き
ま
す
。
引
き
続
き
、
救
出
活

動
や
が
れ
き
の
除
去
、
給
水
活
動
な
ど
が
行

ご存じですか？「黄色い旗」
　有田川町では、災害が発生し避難する際、家族全員が無事に
避難したことを周囲に伝えるため、「黄色い旗」を使用してい
ます。避難の際には忘れずに玄関先などわかりやすい場所に立
てて下さい。旗の立っていない世帯には、声をかけて避難を促
しましょう。
　黄色い旗を転入などでお持ちでない場合は、金屋庁舎やすら
ぎ福祉課でお渡ししています。


